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１ 人口・世帯等の状況  

（１）人口の状況  

坂戸市の総人口は、平成 22 年をピークに減少傾向にあります。また、全国的

な傾向と同様に少子・高齢化が進んでおり、高齢者人口割合は上昇、年少人口割

合は減少傾向にあります。 

第２期坂戸市まち・ひと・しごと創生総合戦略の「人口ビジョン」における展

望人口によると、今後も総人口が減少を続け、令和 22 年には９万人を下回る見

込みです。高齢者人口割合は引き続き増加を続け、令和７年に 30％に達するこ

とが予測されています。 

 

■ 人口推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 令和２年以前は国勢調査。令和７年以降は第２期坂戸市まち・ひと・しごと創生総合戦略「人口ビジ

ョン」における展望人口 

 

  

19,352 15,578 13,467 13,031 13,398 12,931 11,428 10,181 9,932 10,869 11,538 

69,441 74,334 72,015 70,605 67,077 61,664 57,702 57,538 55,308 51,225 46,156 

6,451 8,263 10,913 15,199 20,959 26,642 29,435 29,644 29,082 29,026 30,607 

95,244 98,175 96,395 98,964 101,700 101,679 100,275 97,363 94,322 91,120 88,301 

20.3%

15.9%
14.0%

13.2%

13.2% 12.8% 11.6%
10.5% 10.5%

11.9%
13.1%

6.8%
8.4%

11.3%

15.4%

20.7%

26.3%

29.9% 30.4% 30.8% 31.9%
34.7%

-40%
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-10%

0%
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20%

30%

40%

0

50,000

100,000

150,000

200,000

平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和2年 令和7年 令和12年 令和17年 令和22年

（人）

高齢者人口 生産年齢人口 年少人口 年少人口割合 高齢者人口割合
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坂戸市の人口を男女別に見ると、ほぼ１：１の割合で推移しています。 

■ 男女別人口推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査 

 

坂戸市の出生数は、平成 27 年から 28 年にかけて増加が見られたものの、全体

として減少傾向にあります。令和元年以降は 600 人を下回っており、令和２年で

553 人となっています。 

 

■ 出生数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：住民基本台帳 

 

 

坂戸市の合計特殊出生率＊は、増減を繰り返しながら低下傾向にあります。令

和元年の坂戸市の合計特殊出生率＊は 1.05 であり、平成 21 年以降、全国平均値

及び埼玉県平均値を一貫して下回っています。全国、埼玉県、坂戸市とも、人口

を維持するために必要とされる値 2.07 を大きく下回る状態が続いています。 

48,887 49,965 48,691 49,671 51,155 51,307 50,041

46,357 48,210 47,704 49,293 50,545 50,372 50,234

95,244 98,175 96,395 98,964 101,700 101,679 100,275 

48.7% 49.1% 49.5% 49.8% 49.7% 49.5% 50.1%
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女性 男性 女性の割合

798 785
740 720 699 709

625 617 

558 553 
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平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和２年

（人）

＊ 合計特殊出生率：15 歳から 49 歳までの女性の年齢別出生率を合計したもので、１人の女性が

仮にその年齢別出生率で一生の間に子どもを生むとしたときの子どもの数に相当します。 
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■ 合計特殊出生率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：埼玉県資料 

 
坂戸市の外国人人口は平成 25 年以降増加を続けており、令和２年１月１日時

点で 3,000 人となっています。総人口に占める外国人比率については、平成 26

年以降増加を続けており、令和２年時点で 3.0％となっています。 

 

■ 外国人人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 各年１月１日現在 

資料：住民基本台帳 
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（２）世帯の状況  

坂戸市における一般世帯数は増加を続けていますが、１世帯当たり人員は埼玉

県平均と同様に減少を続けています。令和２年の坂戸市の１世帯当たり人員は

2.21 人であり、県内 63 の市町村のうち 10 番目に小さい数値となっています。 

 

■ 世帯数及び１世帯当たり人員の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査 

 

坂戸市の世帯の家族類型比率の推移を見ると、単独世帯の割合は平成 17 年か

ら増加を続けており、平成 22 年以降は全体の３割台となっています。核家族世

帯については平成７年から 22 年にかけて６割強を占めていましたが、減少傾向

にあり、平成 27 年には６割を下回りました。核家族世帯の内訳を見ると、夫婦

のみの世帯、ひとり親と子どもからなる世帯が増加を続けている一方で、夫婦と

子どもからなる世帯は減少を続けており、平成 27 年には全体の３割を下回りま

した。近年、坂戸市においては夫婦のみの世帯、ひとり親と子どもからなる世帯、

単独世帯の割合が徐々に増加していることが分かります。 

 

■ 世帯の家族類型比率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

31,354 34,314 35,707 38,705 41,472 42,846 44,495 
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一般世帯数（坂戸市） 1世帯あたり人員（坂戸市） 1世帯あたり人員（埼玉県）
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16.6 
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20.1 
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21.1 

43.4 

39.5 

34.3 

31.9 

29.4 

27.0 

6.4 

7.7 
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9.2 

26.0 

25.9 

29.6 
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33.3 

36.9 

11.0 

10.2 

9.4 

8.6 

7.8 

5.9 

0 20 40 60 80 100

平成7年

平成12年

平成17年

平成22年

平成27年

令和2年

（％）

夫婦のみの世帯 夫婦と子どもからなる世帯 ひとり親と子どもからなる世帯 単独世帯 核家族以外の親族世帯及び非親族世帯

核家族世帯 

資料：国勢調査 
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（３）就労・雇用環境 

坂戸市の女性の年齢階級別労働力率（Ｍ字カーブ＊）は、従来 30 歳～39 歳を

中心に比率が低い形が特徴となっており、その背景に 30 歳前後で結婚や出産の

ために離職する傾向があるものと考えられてきました。近年、ほとんどの年代で

労働力率が上昇しており、Ｍ字の状態が解消に向かっていますが、大半の年代に

おいて男性の労働力率を大きく下回る状態となっています。 

 

■ 坂戸市の女性の年齢階級別労働力率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 労働力率は 15 歳以上人口に占める労働力人口（就業者＋完全失業者）の割合 

資料：国勢調査 

  

＊ Ｍ字カーブ：女性の労働力率を年齢階層別にグラフ化したときの形のことで、30 歳代が谷、20

歳代後半と 40 歳代後半が山となり、アルファベットのＭの字のような形になります。背景には、

結婚や出産を機に労働市場から退出する女性が多く、子育てが一段落すると再び労働市場に参入

するといったことがあります。 
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71.275.3
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（％）

平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 平成27年【男性】
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女性の年齢階級別労働力率（Ｍ字カーブ＊）は、全国、埼玉県、坂戸市とも解

消に向かっています。坂戸市の女性の年齢階級別労働力率は、35 歳～49 歳と 55

歳～64 歳で埼玉県を上回っているものの、20 歳以上の各年代で全国の値を下回

っています。また、20歳～34歳、50歳～54歳、65歳以上では全国及び埼玉県を

下回っています。 

 

■ 全国、埼玉県、坂戸市の女性の年齢階級別労働力率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 労働力率は 15 歳以上人口に占める労働力人口（就業者＋完全失業者）の割合 

資料：国勢調査（平成 27 年） 
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（％）

全国

埼玉県

坂戸市

＊ Ｍ字カーブ：女性の労働力率を年齢階層別にグラフ化したときの形のことで、30 歳代が谷、20

歳代後半と 40 歳代後半が山となり、アルファベットのＭの字のような形になります。背景には、

結婚や出産を機に労働市場から退出する女性が多く、子育てが一段落すると再び労働市場に参入

するといったことがあります。 
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坂戸市の全就業人口は平成７年をピークに減少傾向にあるものの、女性の就業

人口は平成 12 年以降ほぼ横ばいとなっています。全就業人口に占める女性就業

人口の割合は増加傾向が続いており、平成 17 年以降は４割強となっています。 

 

■ 女性就業人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査 

 

就業者の雇用形態を見ると、男性の正規雇用率は全国・埼玉県で８割強、坂戸

市で８割弱となっています。一方、女性の正規雇用率は全国・埼玉県が４割台、

坂戸市では４割弱となっており、男性に比べて女性の正規雇用率が低いことが分

かります。坂戸市は男女ともに全国及び埼玉県よりも正規雇用の割合が低くなっ

ています。 

■ 全国、埼玉県、坂戸市の就業者の男女別雇用形態 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査（平成 27 年） 
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２ 第３次計画（後期計画）期間中の取組状況 

平成 29 年３月に策定した現行計画では、基本目標に基づき９項目の数値目標

を設定しました。現行計画における目標値に対する結果（令和２年度時点の状況）

は、下記のとおりです。 

 

〇 基本目標Ⅰ「男女共同参画の意識づくり」 

主要
課題 

数値目標 計画策定時 
目標値 

（令和２年度）
令和２年度 

１ 

社会全体が平等となっていると感じてい

る人の割合 

３０．９％ 

（平成 27 年度）
４０％ ２９．０％ 

固定的性別役割分担について同感しない

人の割合 

５１．６％ 

（平成 27 年度）
８０％ ５４．１％ 

２ 

男女共同参画の視点に立ったキャリア教

育＊１の実施 

１００％ 

（平成 27 年度）
１００％ １００％ 

男女共同参画の視点に立った教職員の研

修会の実施 

１００％ 

（平成 27 年度）
１００％ １００％ 

〇 基本目標Ⅱ「市民とともにつくる男女共同参画のまちづくり」 

主要
課題 

数値目標 計画策定時 
目標値 

（令和２年度）
令和２年度 

１ 

『ワーク・ライフ・バランス＊２』の認知

度 

２６．４％ 

（平成 27 年度）
４０％ ４０．３％ 

保育園の待機児童数 
０人 

（平成 28 年４月 1 日）
０人 ０人 

ファミリー・サポート・センター＊３登録

会員数 

４０３人 

（平成 27 年度末）
４５０人 ３８６人 

２ 審議会等における女性委員の割合 
３１．１％ 

（平成 28 年４月１日）
３５％ 

２６．１％ 

（令和３年４月１日）

〇 基本目標Ⅲ「配偶者等からの暴力の根絶」 

主要
課題 

数値目標 計画策定時 
目標値 

（令和２年度）
令和２年度 

１ 何らかのＤＶ被害を受けた人の割合 
４０．１％ 

（平成 27 年度）
０％ ２７．１％ 

 

＊１ キャリア教育：児童・生徒一人ひとりの勤労観、職業観を育てる教育のことです。これまでの進路

指導の枠組みにとどまらず、「人間関係形成能力」「情報活用能力」「将来設計能力」「意思決定能力」

など、将来働くために必要な意欲・能力を培うものです。 

＊２ ワーク・ライフ・バランス：一人ひとりがやりがいや充実感を持ちながら働き、仕事上の責任

を果たすとともに、家庭や地域生活等でも、子育て期、中高年期といった人生の各段階に応じて多様

な生き方が選択・実現できることです。 

＊３ ファミリー・サポート・センター：育児等の援助を受けたい市民（利用会員）と手助けをし

たい市民（協力会員）が登録し、会員同士による相互援助活動のあっせんを行う事業のことです。 
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